
食品産業文化振興会

経産省「SCS評価制度」やIT-BCP対応など
サイバー攻撃から守る食品サプライチェーン

～経営層から現場まで押さえるべき実態と対策～

日本食糧新聞社・食品産業文化振興会事務局
電話 03-3537-1310 FAX 03-3537-1071

〒104-0042 東京都中央区入船3-2-10 アーバンネット入船ビル5階

日 時 ： 2026年8月21日（金） 15：00～17：00
会 場 ： 日本食糧新聞社「食情報館」 （東京都中央区入船3-2-10 アーバンネット入船ビル4階）

参加費 ： 食品産業文化振興会 会員企業 ： 無料
プレ会員 ： 16,500円（税込､1企業あたり複数名受講可） ◇お申込後、ご請求書を発行致します

【講演1】15:00 ～ 15:45
「経営層が押さえるべきサイバーセキュリティ対策の実態と考え方」
グローバルセキュリティエキスパート株式会社 常務取締役 エリア統括本部 本部長 三木剛 氏

近年、食品メーカーや食品卸、物流・流通企業を標的としたサイバー攻撃が増加しており、ひとたび被害が発生す
ると、工場停止・物流遅延・取引停止など、サプライチェーン全体に深刻な影響を及ぼします。
特に食品業界においては、「製造ラインの停止」「商品供給の遅延」「社会的信用の毀損」といった経営リスクが不可
避であり、サイバーセキュリティは単なるIT課題ではなく、経営課題そのものとなっています。

本セミナーでは、サプライチェーンの安定維持に不可欠なセキュリティ対策について、今何が起きているのか、ど
のような考え方を持っておく必要があるのか、サプライチェーンリスクをどのように抑止していくのか、IT-BCPをどの
ように実装していくのか、といった幅広いテーマで、経営層から現場まで抑えておくべきポイントを、現在経産省が進
めている「SCS（Supply Chain Security）評価制度の構築方針（案）」も踏まえて解説します。

サイバー攻撃の高度化・巧妙化が進む中、現場任せの対策ではサプライチェーンリスクを防ぐことはで
きません。本セッションでは、①経営に直結する被害事例とその影響、②なぜ今、経営主導のセキュリ
ティが求められるのか、③投資対効果を踏まえたセキュリティ戦略の考え方、について、経営判断に必
要なポイントを体系的に解説します。

◆本セミナー推薦 企画委員 ： 株式会社日本アクセス

【講演2】15:45 ～ 16:25
「サプライチェーン全体で考えるセキュリティリスクと対策

～経済産業省『サプライチェーン評価制度』の視点から～ 」
グローバルセキュリティエキスパート株式会社 執行役員 サイバーセキュリティ事業本部

コンサルティング統括部 統括部長 兼 コンサルティング部 部長 藏谷なほみ 氏

サプライチェーンが複雑化する中、自社のみならず「取引先を含めたセキュリティ対策」が求められてい
ます。本セッションでは、①経済産業省が推進するサプライチェーン評価制度の概要、②取引要件として
求められるセキュリティ水準、③サプライチェーン内で発生するリスクの可視化、④実践的な対策・対応
の進め方、について、制度動向を踏まえながら具体的に解説します。

【質疑】16:25 ～

■このような方におすすめ■
・ 食品メーカー・卸・流通企業の経営者／役員
・ サプライチェーン責任者
・ 情報システム・セキュリティ統括責任者
・ 取引先リスク管理・BCP担当者

■ご参加のメリット■
・ 経営層として押さえるべきセキュリティ判断基準が整理できる
・ サプライチェーン全体でのリスク対策の方向性が理解できる
・ 国の制度動向を踏まえた対応の優先順位が明確になる



提供いただきました個人情報は、当該業務および当社からのご案内を目的として利用します。なお、個人情報を当該業務の委託に必要な範囲で委託先に
提供する場合や関係法令により認められる場合などを除き、お客様の許可なく第三者に提供することはありません。
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◆下記サイトからもお申込み可能です
（来場受講・Web受講）

◆開催後アーカイブ化（90日間）。 閲覧希望者は

下記『セミナー申込フォーム』よりお申込み下さい

※会員形態を選択してください □正会員 □準会員 □プレ会員

2026年9月 定例セミナー

詳細決定次第ご案内いたします

次回ご案内

東京都中央区入船3-2-10アーバンネット入船ビル4階
TEL：03-3537-1310
＜最寄駅＞

東京メトロ 有楽町線 新富町駅 7番出口 徒歩1分
東京メトロ 日比谷線 築地駅 3ａ出口 徒歩5分


